
帯広市地域公共交通活性化協議会における地域公共交通確保維持改善事業の概要

①帯広市街地便の年間利用者数 令和5年度 1,808人（1便あたり2.4人）
②大正地区内巡回便の年間利用者数 令和5年度 374人（1便あたり1.0人）
③八千代線の年間利用者数 令和5年度 3,826人（1便あたり3.0人）
④戸蔦線の年間利用者数 令和5年度 4,217人（1便あたり3.6人）

協議会開催状況

生活交通確保維持改善計画の目標

【令和5年6月28日 令和5年度第1回会議】
・帯広市地域内ﾌｨｰﾀﾞｰ系統確保維持計画の策定について
【令和5年7月31日 令和5年度第2回会議】
・帯広市内運行路線の一部路線廃止を伴う運行計画変更に
ついて
【令和5年9月22日 令和5年度第3回会議】
・大空地区乗合ﾀｸｼｰ「おおぞﾗｲﾅｰ」の運行計画変更について
・川西地区乗合バス「あいのりﾊﾞｽ」の運行計画変更について
【令和6年1月18日 令和5年度第4回会議】
・地域公共交通確保維持改善事業(地域内ﾌｨｰﾀﾞｰ系統)の事
業評価について

令和５年度事業概要

１

事業実施の目的・必要性

帯広市は北海道東部の十勝地方のほぼ中央に位置し、面積619.34平方キロメートル、人口は約
16万2千人の農業を主要産業とする十勝地方の中心都市である。
市内の公共交通機関は、市街地においては、十勝バス株式会社及び北海道拓殖バス株式会社
が路線バスを運行するほか、農村部においては、大正交通有限会社及び毎日交通株式会社が
予約式デマンド型交通である大正地区乗合タクシー・川西地区乗合バスを運行しており、定時定
路線の路線バスが存在しない農村部において、市街地と農村部を安心・安全に結ぶ移動手段と
して、生活に欠かせない交通機関となっている。しかし、広大な運行区域をカバーするため経費
が営業収益を大きく上回る状況にあることから、地域住民の買物や通院などの日常生活の移動
確保や地域間幹線系統等との接続による広域的な移動支援などを図るため、帯広市内における
生活交通手段を維持・確保しつつ、収支改善に向けた利用者増加の取組みを進めながら、住民
の生活の足としての公共交通を維持していく必要がある。

地域公共交通の現況

・ＪＲ根室本線（帯広駅、柏林台駅、西帯広駅）
・路線バス
十勝バス（株）、北海道拓殖バス（株）市内45系統

・農村部デマンド交通
大正交通（有）、毎日交通（株）市内4系統

・大空地区デマンド交通※実証運行
十勝バス（株）市内1系統

●帯広市街地便 運行区域：大正地区～愛国町～帯広厚生病院
運賃：400～1,000円、平日（月～金）運行 1日7便
実績運行回数：863回

●大正地区内巡回便 運行区域：大正地区
運賃：500円 平日（月～金）、土曜運行 1日5便
実績運行回数：369回

●八千代線 運行区域：八千代地区～川西市街～帯広厚生病院
運賃：300～1,000円、平日（月～金）運行 1日7便
実績運行回数：1,256回

●戸蔦線 運行区域：戸蔦地区～川西市街～帯広厚生病院
運賃：300～1,000円、平日（月～金）運行 1日7便
実績運行回数：1,187回



令和５年度事業の実施状況

２

１）プロセス、創意工夫

２）運行系統

１）プロセス、創意工夫

・利用登録者への登録証・時刻表収納ポーチの配布
・帯広市及び運行事業者ホームページでの周知
・インターネット予約受付の実施
・地域の会合での利用方法等の周知



令和５年度事業の実施状況

１）プロセス、創意工夫

３

２）運行系統

１）プロセス、創意工夫

・地域の中学校との連携による利用者登録・予約にかかる
負担軽減（学校を通じた予約）
・帯広市及び運行事業者ホームページでの周知
・インターネット予約受付の実施



４

・R4(R3.10~R4.9) ：1,897人

・R5(R4.10~R5.9) ：1,715人

３）利用実績

・R4(R3.10~R4.9) ：1,196,125円

・R5(R4.10~R5.9) ：1,055,650円

４）収入実績

●帯広市街地便

●帯広市街地便

●大正地区内巡回便

・R4(R3.10~R4.9) ：337人

・R5(R4.10~R5.9) ：511人

・R4(R3.10~R4.9) ：156,238円

・R5(R4.10~R5.9) ：233,720円

●大正地区内巡回便

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

R4 143 139 151 134 127 163 119 194 213 168 173 173

R5 136 146 122 154 126 162 169 148 137 128 162 125
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帯広市街地便 利用人数

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

R4 20 30 22 29 32 25 16 39 35 34 29 26

R5 26 51 37 41 35 41 45 46 38 52 50 49
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大正地区内巡回便 利用人数

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

R4 86,871 92,491 112,665 90,179 75,206 99,535 69,823 118,251 129,216 106,503 105,437 109,948

R5 87,291 87,880 74,744 92,715 74,196 97,502 126,251 88,757 83,807 68,531 95,722 78,254
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帯広市街地便 収入実績

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

R4 8,495 13,818 12,509 12,676 14,376 11,502 7,668 18,149 15,367 16,352 13,509 11,817

R5 11,947 22,247 17,475 18,321 16,022 18,444 24,968 20,734 17,049 22,596 21,588 22,329
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大正地区内巡回便 収入実績



５

・R4(R3.10~R4.9) ：4,324人

・R5(R4.10~R5.9) ：4,833人

３）利用実績

・R4(R3.10~R4.9) ：2,299,010円

・R5(R4.10~R5.9) ：2,613,895円

４）収入実績

●八千代線

●八千代線

●戸蔦線

・R4(R3.10~R4.9) ：3,580人

・R5(R4.10~R5.9) ：3,892人

・R4(R3.10~R4.9) ：1,944,990円

・R5(R4.10~R5.9) ：2,034,327円

●戸蔦線

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

R4 315 317 362 265 184 243 441 409 491 427 433 437

R5 376 347 294 318 352 417 405 495 557 428 384 460
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八千代線 利用人数

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

R4 349 317 400 233 146 207 309 317 370 304 250 378

R5 305 287 266 307 313 305 355 354 421 309 294 376
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戸蔦線 利用人数

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

R4 158,547 168,545 167,817 141,128 110,128 137,537 237,128 223,947 259,924 226,863 218,197 249,249

R5 200,868 166,919 153,136 174,418 185,602 212,909 216,409 291,429 306,410 236,978 233,425 235,392
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八千代線 収入実績

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

R4 187,805 172,022 191,569 124,348 89,803 127,575 171,029 179,030 204,825 163,522 151,643 181,819

R5 162,400 158,470 139,389 159,107 160,513 159,116 168,661 196,323 215,524 161,228 176,872 176,724
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戸蔦線 収入実績



６

６）目標・効果達成状況

【帯広市街地便】

新型コロナウイルス感染症が５類感染症に移行したが、市街地の百貨店が閉店し催
事が減少するなど、市街地への外出機会が減少したことにより、年間利用者数は目
標1,808人(1便あたり2.4人)に対し1,715人(1便あたり1.9人)であった。

【大正地区内巡回便】

新型コロナウイルス感染症の５類感染症移行後、地区内の美容院や友人宅への移
動、ゲートボールや集会への参加等を目的とする利用が回復したことにより、年間利
用者数は目標374人(1便あたり1.0人)に対し511人(1便あたり1.3人)であった。

【八千代線】

新型コロナウイルス感染症の５類感染症移行後も、主な利用者である高齢者の外出
控え（通院等の自粛など）が継続していたものの、高校通学での定期的な利用が増
加したほか、利用者の半数近くを占める中学生の八千代線への振り分けが多かった
ことにより、年間利用者数は目標3,826人(1便あたり3.0人)に対し4,833人(1便あたり
3.8人)であった。

【戸蔦線】

新型コロナウイルス感染症の５類感染症移行後も、主な利用者である高齢者の外出
控え（通院等の自粛など）が継続していることに加え、利用者の半数近くを占める中
学生の八千代線への振り分けが多かったことにより、昨年度よりも利用は伸びたも
のの、年間利用者数は目標4,217人(1便あたり3.6人)に対し3,892人(1便当たり3.2人)
であった。

７）事業の今後の改善点

【帯広市街地便・大正地区内巡回便・八千代線・戸蔦線】

地域で開催される会合などにおいて、参加者とのコミュニ
ケーションを通じたニーズの把握や利用促進を図るなど、利
用者増加に向けた取り組みを継続して実施する。

（令和６年度分と併せて評価）

帯広市街地便、大正地区内巡回便、八千代線、戸蔦線

ともに計画通り事業は適切に実施された。

５）事業実施の適切性

８）地方運輸局等における二次評価結果


